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平成１８年３月期 第３四半期財務・業績の概況（連結）  
平成18年1月31日 

 

上 場 会 社 名 株 式 会 社  千 葉 銀 行  （コード番号8331  東証第一部） 
（ＵＲＬ  http : / /www.chibabank.co . jp /）      

代 表 者 役職名 取 締 役 頭 取 氏名 竹 山  正  

問合せ先責任者 役職名 取締役経営企画部長 氏名 佐 久 間  英 利 TEL（043）245-1111（大代表） 

 
１. 四半期財務情報の作成等に係る事項 

(1)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無           有  
内容につきましては、四半期財務･業績の概況作成のための基本となる
事項に記載しております。 

 
(2)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無         有  

平成18年 3月期第1四半期から「固定資産の減損に係る会計基準」及び「固
定資産の減損に係る会計基準の適用指針」を適用しております。 

 
(3)連結及び持分法の適用範囲の異動の有無               無  
 
 

２. 平成18年3月期第3四半期財務・業績の概況（平成17年4月1日～平成17年12月31日） 

四半期財務・業績の概況につきましては、平成17年3月期第1四半期から開示しておりますので、平成17年3月期

第3四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況           （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 経 常 収 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益 

 

18年3月期第3四半期 

17年3月期第3四半期 

百万円 

171,407 

155,254 

％

 （   10.4）

（ －  ）

百万円

61,114

34,843

％

（  75.4）

（ －  ）

百万円 

36,846 

21,411 

％

（  72.1）

（ －  ）

（参考）17年3月期 211,918 61,731 36,395 

 
  

 
1株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり四半期（当期）純利益

 

18年3月期第3四半期 

17年3月期第3四半期 

 円 

43 

25 

 銭

51

45

円

－

－

 銭

－

－

（参考）17年3月期 43 20 － －

（注）経常収益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 

 

 (2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 
１ 株 当 た り

株 主 資 本

 

18年3月期第3四半期 

17年3月期第3四半期 

百万円

9,614,377

8,601,862

百万円

528,301

401,417

％ 
5.5 

4.7 

円

592

477

銭

77

03

（参考）17年3月期 8,707,929 418,138 4.8 496 88
 

 

３. 平成18年3月期の連結業績予想（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

平成18年3月期第3四半期までの損益状況は、連結・個別ともに順調に推移しており、平成17年11月22日に公

表いたしました通期業績見通しに変更はありません。 
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四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表 

 
（単位：百万円）  

科 目 
 当 四 半 期 （ Ａ ）

（平成18年3月期 
第３四半期末） 

 前年同四半期（Ｂ）
（平成17年3月期 
第３四半期末） 

比 較 
（Ａ）―（Ｂ） 

（参考） 
平成17年3月期末 

（ 資 産 の 部 ） 

現 金 預 け 金 

コールローン及び買入手形 

債 券 貸 借 取 引 支 払 保証金 

買 入 金 銭 債 権 

特 定 取 引 資 産 

金 銭 の 信 託 

有 価 証 券 

貸 出 金 

外 国 為 替 

そ の 他 資 産 

動 産 不 動 産 

繰 延 税 金 資 産 

支 払 承 諾 見 返 

貸 倒 引 当 金 

２８２,６８５

１０,８６２

２４,１６１

３４,８２３

５１９,１９０

３３,１３０

２,４９０,９７６

５,９６３,２１６

２,５５１

１０４,３９４

１０１,３１３

１９,５５６

１０７,４８８

△７９,９７５

２０３,８４９

１１３,５１６

３,６１２

１３,４７４

４９９,３６４

２９,９６０

１,６７８,１６６

５,７７９,４４２

２,１３０

１０６,６３８

１０４,８１７

６７,２３６

１０２,２４４

△１０２,５９１

 

７８,８３６ 

△１０２,６５３ 

２０,５４８ 

２１,３４９ 

１９,８２６ 

３,１７０ 

８１２,８０９ 

１８３,７７４ 

４２１ 

△２,２４３ 

△３,５０４ 

△４７,６７９ 

５,２４４ 

２２,６１５ 

４９４,３３２

２１,９８１

２,５７８

１８,６６７

３１４,８１６

３０,６３５

１,７１０,３８９

５,８４４,５８１

２,２３７

１１０,７５２

１０３,７８８

５４,８１９

９２,２００

△９３,８５２

資 産 の 部 合 計 ９,６１４,３７７ ８,６０１,８６２ １,０１２,５１４ ８,７０７,９２９

（ 負 債 の 部 ） 

預 金 

譲 渡 性 預 金 

コールマネー及び売渡手形 

売 現 先 勘 定 

債券貸借取引受入担保金 

特 定 取 引 負 債 

借 用 金 

外 国 為 替 

社 債 

そ の 他 負 債 

退 職 給 付 引 当 金 

特 別 法 上 の 引 当 金 

繰 延 税 金 負 債 

再評価に係る繰延税金負債 

連 結 調 整 勘 定 

支 払 承 諾 

７,８７８,４８８

１２９,４６８

２８４,１５７

６８,７９８

３５２,１１９

２１,３５３

５３,１０８

１７５

２１,０００

１２３,８４６

２０,８１９

１５９

２５７

１５,３０４

－

１０７,４８８

７,５０６,２７４

１０９,１９８

４９,３５３

３４,９９９

１４０,３４５

６,３９１

８５,４９４

２３７

３９,５００

８７,０４５

２２,０５２

１０４

１５４

９,４１９

１

１０２,２４４

 

３７２,２１４ 

２０,２７０ 

２３４,８０４ 

３３,７９８ 

２１１,７７３ 

１４,９６２ 

△３２,３８５ 

△６２ 

△１８,５００ 

３６,８００ 

△１,２３２ 

５４ 

１０３ 

５,８８４ 

△１ 

５,２４４ 

７,５７３,５７１

１０３,７９９

５６,３０８

３４,４９９

１７１,６００

６,３４１

８４,８６６

３０２

３９,５００

８８,０６７

２１,１６２

１４２

１９４

９,４０９

－

９２,２００

負 債 の 部 合 計 ９,０７６,５４５ ８,１９２,８１５ ８８３,７２９ ８,２８１,９６８

（ 少 数 株 主 持 分 ） 
少 数 株 主 持 分 ９,５３０ ７,６２９ １,９０１ ７,８２２

（ 資 本 の 部 ） 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

土 地 再 評 価 差 額 金 

その他有価証券評価差額金 

為 替 換 算 調 整 勘 定 

自 己 株 式 

１４５,０６９

１２２,２２１

１８９,５１３

７,８４３

６５,６３７

２４

△２,００８

１２１,０１９

９８,２４９

１４３,１０８

１３,９５４

２６,４２０

４５１

△１,７８５

 

２４,０５０ 

２３,９７２ 

４６,４０４ 

△６,１１０ 

３９,２１６ 

△４２７ 

△２２２ 

１２１,０１９

９８,２５０

１５８,１０７

１３,９３９

２８,６０７

４１

△１,８２７

資 本 の 部 合 計 ５２８,３０１ ４０１,４１７ １２６,８８３ ４１８,１３８

負 債 、 少 数 株 主 持 分 及 び 

資 本 の 部 合 計 
９,６１４,３７７ ８,６０１,８６２ １,０１２,５１４ ８,７０７,９２９

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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四 半 期 連 結 損 益 計 算 書 

 
（単位：百万円）  

科            目 
 当 四 半 期 （ Ａ ）

（平成18年3月期 
第３四半期） 

前年同四半期（Ｂ）
（平成17年3月期 
第３四半期） 

比 較 
（Ａ）―（Ｂ） 

(参考) 
平成17年3月期 

(要約) 

経 常 収 益 １７１,４０７ １５５,２５４ １６,１５２ ２１１,９１８ 

資 金 運 用 収 益 １１０,８７０ １０３,５７２ ７,２９７ １３８,１２４ 

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （  ８６,９１９） （  ８８,１８６） （  △１,２６７） （１１７,３８６）

（うち有価証券利息配当金） （  ２２,５００） （  １４,７７６） （   ７,７２３） （ １９,８６１）

役 務 取 引 等 収 益 ３２,５５３ ２７,９８６ ４,５６６ ３８,３８４ 

特 定 取 引 収 益 １,９４９ １,８４７ １０１ ２,９１９ 

そ の 他 業 務 収 益 ４,５８７ ３,５７７ １,０１０ ５,０４０ 

そ の 他 経 常 収 益 ２１,４４６ １８,２６９ ３,１７６ ２７,４５０ 

経 常 費 用 １１０,２９３ １２０,４１０ △１０,１１７ １５０,１８７ 

資 金 調 達 費 用 １４,８５８ ８,２０２ ６,６５６ １１,６３３ 

（ う ち 預 金 利 息 ） （   ６,２２３） （   ２,８２９） （    ３,３９４） （  ４,１７５）

役 務 取 引 等 費 用 ９,０４２ ８,５９８ ４４３ １１,４６８ 

そ の 他 業 務 費 用 １,０２９ １５５ ８７３ ４３２ 

営 業 経 費 ６２,６１３ ５９,０７４ ３,５３８ ７８,６２６ 

そ の 他 経 常 費 用 ２２,７４９ ４４,３７９ △２１,６３０ ４８,０２６ 

経 常 利 益 ６１,１１４ ３４,８４３ ２６,２７０ ６１,７３１ 

特 別 利 益 ５,１４１ ３,９６８ １,１７２ ６,４６０ 

特 別 損 失 １,２００ ８３８ ３６２ １,２２２ 

税金等調整前四半期（当期）純利益 ６５,０５４ ３７,９７３ ２７,０８１ ６６,９７０ 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 １６,６１２ ３,０２２ １３,５９０ ５,９９２ 

法 人 税 等 調 整 額 １０,０５５ １３,１２２ △３,０６７ ２４,０５０ 

少 数 株 主 利 益 １,５４０ ４１７ １,１２３ ５３１ 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 ３６,８４６ ２１,４１１ １５,４３５ ３６,３９５ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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四 半 期 連 結 剰 余 金 計 算 書 
 

（単位：百万円）  

科            目 
 当 四 半 期 （ Ａ ）

（平成18年3月期 
第３四半期） 

前年同四半期（Ｂ）
（平成17年3月期 
第３四半期） 

比 較 
（Ａ）―（Ｂ） 

(参考) 
平成17年3月期 

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）     

資 本 剰 余 金 期 首 残 高 ９８,２５０ ９８,１７８ ７１ ９８,１７８ 

資 本 剰 余 金 増 加 高 ２３,９７１ ７０ ２３,９０１ ７１ 

増 資 に よ る 新 株 の 発 行 ２３,９５６ － ２３,９５６ － 

自 己 株 式 処 分 差 益 １５ ７０ △５４ ７１ 

資 本 剰 余 金 減 少 高 － － － － 

資本剰余金四半期末（期末）残高 １２２,２２１ ９８,２４９ ２３,９７２ ９８,２５０ 

（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）     

利 益 剰 余 金 期 首 残 高 １５８,１０７ １２７,８５０ ３０,２５６ １２７,８５０ 

利 益 剰 余 金 増 加 高 ３６,９１１ ２１,４１１ １５,５００ ３６,３９５ 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 ３６,８４６ ２１,４１１ １５,４３５ ３６,３９５ 

土地再評価差額金取崩に伴う 

剰 余 金 増 加 高 
６４ － ６４ － 

利 益 剰 余 金 減 少 高 ５,５０５ ６,１５３ △６４７ ６,１３８ 

配 当 金 ５,４６０ ５,０３８ ４２１ ５,０３８ 

役 員 賞 与 ４５ ４０ ５ ４０ 

土地再評価差額金取崩に伴う 

剰 余 金 減 少 高 
－ １,０７５ △１,０７５ １,０６０ 

利益剰余金四半期末（期末）残高 １８９,５１３ １４３,１０８ ４６,４０４ １５８,１０７ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております ｡ 

 

 

四半期財務･業績の概況作成のための基本となる事項  
 

当四半期（自 平成17年4月1日 至 平成17年12月31日） 

当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下（1）のとおり一部「簡便な手続き」

を採用して四半期財務･業績の概況を作成しております。また、（2）記載のとおり「会計処理の方法の変更」

を行っております。 

なお、四半期財務･業績の概況に関する計数は、監査法人による監査を受けておりません。 

（1）簡便な手続きの内容 

貸倒引当金につきましては12月末時点の自己査定に基づく債務者区分残高に、中間連結会計期間末

に算定した貸倒実績率等を適用して計上しております。 

（2）会計処理の方法の変更 

平成18年3月期第１四半期から、固定資産の減損に係る会計基準（｢固定資産の減損に係る会計基準

の設定に関する意見書｣(企業会計審議会平成14年8月9日)）及び｢固定資産の減損に係る会計基準の

適用指針｣（企業会計基準適用指針第6号平成15年10月31日）を適用しております。これにより税金

等調整前四半期純利益は824百万円減少しております。 

なお、銀行業においては、「銀行法施行規則」（昭和57年大蔵省令第10号）に基づき減価償却累

計額を直接控除により表示しているため、減損損失累計額につきましては、各資産の金額から直接

控除しております。 
 



株式会社 千 葉 銀 行  
 

5 

 
 

セ グ メ ン ト 情 報  
 

1. 事業の種類別セグメント情報 
 

当四半期（自 平成17年4月1日 至 平成17年12月31日） 
 （単位：百万円） 

 銀行業務 リ ー ス
業 務

そ の 他
業 務

計 消 去 
又は全社 

連 結

 経 常 収 益   

(1)外部顧客に対する経常収益 

(2)セグメント間の内部経常収益 

152,462

490

14,012

236

4,931

32

171,407 

759 

－ 

（ 759）

171,407

－

 計 152,953 14,249 4,963 172,166 （ 759） 171,407

 経 常 費 用 94,787 12,976 3,199 110,963 （ 670） 110,293

 経 常 利 益 58,165 1,273 1,764 61,203 （  89） 61,114

（注）１.平成17年4月より銀行においてクレジットカードの発行を開始したことから、従来「その他業務」に含め
ておりましたクレジットカード業につきましては区分を「銀行業務」として変更表示しております。な
お、従来の方法によった場合と比較して、「その他業務」の経常収益は4,942百万円減少、経常利益は1,492
百万円減少し、「銀行業務」の経常収益は4,389百万円増加、経常利益は1,487百万円増加しております。 

２. 一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

３.事業区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、｢その他業務｣は、証券業等であり
ます。 

 
前年同四半期（自 平成16年4月1日 至 平成16年12月31日） 
 （単位：百万円） 

 銀行業務 リ ー ス
業 務

そ の 他
業 務

計 消 去 
又は全社 

連 結

 経 常 収 益   

(1)外部顧客に対する経常収益 

(2)セグメント間の内部経常収益 

133,622

921

13,312

206

8,319

32

155,254 

1,159 

－ 

（ 1,159）

155,254

－

 計 134,543 13,519 8,351 156,413 （ 1,159） 155,254

 経 常 費 用 102,026 12,617 6,843 121,486 （ 1,076） 120,410

 経 常 利 益 32,517 901 1,508 34,927 （ 83） 34,843

（注）１.一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

２.事業区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、｢その他業務｣は、証券業、クレジ

ットカード業等であります。  
2. 所在地別セグメント情報 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情
報の記載を省略しております。 

 

3. 海外経常収益 

海外経常収益が連結経常収益の10％未満のため、海外経常収益の記載を省略しております。 
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平成17年度第３四半期決算 説明資料 
 

１． 損益の状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（単位：億円）  

 
平成 17年度

第3四半期

（９カ月）

平成17年度

通  期  
（公表値）

平成16年度  

第 3四半期 

（９カ月）  
前年同期比

（参考）

平成16年度

業 務 粗 利 益 1,135 1,104 31 1,478 

 資 金 利 益 940 933 7 1,237 

 役 務 取 引 等 利 益 144 121 22 170 

 特 定 取 引 利 益 15 15 △ 0 24 

 そ の 他 業 務 利 益 35 34 1 45 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 565 554 11 737 

実 質 業 務 純 益 (一 般 貸 引 繰 入 前 ) 569 740 549 20 740 

一 般 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額 ① － 81 △ 81 △ 17 

業 務 純 益 569 468 101 758 

臨 時 損 益 △38 △ 149 111 △ 180 

 う ち 不 良 債 権 処 理 額 ② 67 166 △ 98 236 

経 常 利 益 531 660 318 213 578 

特 別 損 益 61 32 28 55 

 う ち 貸 倒 引 当 金 取 崩 額 ③ 45 －  45 －  

 う ち 償 却 債 権 取 立 益 ④ 27 34 △ 7 53 

 う ち 減   損   損   失  8 －  8 －  

四 半 期 （ 中 間 ・ 当 期 ） 純 利 益 342 400 197 145 343 
         

信 用 コ ス ト （ ① ＋ ② － ③ ） 22 247 △ 224 218 
         

実質信用コスト（①＋②－③－④） △4 213 △ 217 165 

（注）平成17年度第 3四半期は、貸倒引当金繰入額の合計額が取崩超過となったため、特別利益に貸倒

引当金取崩額を計上しております。  

第３四半期までの損益状況は順調に推移しております。 

【実質業務純益】 ～通期公表予想計数（計画）740億円に対する進捗率77.0％～ 

貸出金及び有価証券残高の増加を主因とした資金利益の増加、好調な投資信託及び個

人年金保険の販売を主因とした役務取引等利益の増加などにより、実質業務純益は、

前年同期比20億円増益の569億円となりました。 

【経 常 利 益】 ～通期公表予想計数（計画）660億円に対する進捗率80.5％～ 

実質業務純益の増加に加え、一般貸倒引当金純繰入額が前年同期比81億円減少、不良

債権処理額が前年同期比98億円減少したことなどにより、経常利益は前年同期比213億

円増益の531億円となりました。 

【四半期純利益】 ～通期公表予想計数（計画）400億円に対する進捗率85.6％～ 

経常利益の増加に加え、貸倒引当金取崩額45億円を特別損益に計上したことなどにより、

四半期純利益は前年同期比145億円増益の342億円となりました。 

なお、信用コストは前年同期比224億円減少の22億円となりました。 
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２. 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体）  
 
 
 
 
 
 
 
 （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 平成17年 12月末  平成17年 9月末  増  減  

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
277 268 8 

危険債権 1,008 1,117 △ 108 

要管理債権 1,151 1,137 14 

合        計  2,437 2,523 △ 86 
    

総与信に占める割合 3.98% 4.26% △ 0.28% 

（注）平成17年 12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規

定する各債権のカテゴリーにより分類しております。 

  また、同計数は、平成17年 12月末を基準日として、当行の定める資産の自己査定基準に基づき営

業関連部署が自己査定を実施して算出しております。 

※債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

危険債権（破綻懸念先の債権） 

要管理債権（要注意先のうち、元本又は利息の支払いが3ヵ月以上延滞しているか、又は貸出

条件を緩和している債権） 

 

３．自己資本比率（国際統一基準）  
 
 
 
 
 
 
  （参  考） 

 平成 18年 3月末（予想値） 平成17年 9月末（実績） 

連結自己資本比率 1 1 ％ 台 前 半 1 0 . 7 5 ％  

連結ＴｉｅｒⅠ比率  8％ 台 前 半  7 . 7 1 ％  

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。  
 
 
４．時価のある有価証券の評価差額（単体）  

           （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成17年 12月末  平成17年 9月末  

時価 評価差額 時価 評価差額  

  うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 24,476 1,082 1,302 220 21,932 757 895 138

株式  2,508 1,211 1,229 17 2,118 818 838 19

債券  14,834 △ 87 15 102 13,698 △ 37 19 57 

その他 7,133 △ 41 58 100 6,115 △ 23 37 61

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）
と時価との差額を計上しております。 

２．有価証券のほか、「現金預け金」中の譲渡性預け金及び「買入金銭債権」中の信託受益権も
含めております。 

３．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

〇平成17年 12月末の「金融再生法開示債権」は、17年 9月末比86億円減少の2,437億円と

なりました。 

〇平成17年12月末の総与信に占める開示債権の割合は、17年9月末比0.28％低下し3.98％

と3％台になりました。 

〇平成18年3月末の連結自己資本比率は、自己資本の増強もあり、11％台前半を、連結 

ＴｉｅｒＩ比率は8％台前半を予想しております。 

〇なお、平成17年12月20日を払込期日とする公募増資によって、自己資本は480億円増加

しております。 
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 （単位：億円） （単位：億円）

平成17年 12月末  平成17年 9月末  

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益  

  うち益 うち損   うち益 うち損

満期保有目的 217 △ 0 0 0 102 0 0 0

４．子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

５．デリバティブ取引（単体）  
（1）金利関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成17年 12月末  平成17年 9月末  区  

分  
種  類  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  

引  

所  

金 利 先 物 

金 利 ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ 

224 

－  

△ 0

－

△ 0

－

－ 

－  

－

－

－

－

店 

頭  

金 利 ｽ ﾜ ｯ ﾌ ﾟ 

そ の 他 

9,108 

3,070 

9

△ 5

9

△ 5

8,292 

3,226 

10

△ 4

10

△ 4

合  計   3  6

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。  
 
（2）通貨関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成17年 12月末  平成17年 9月末  区  

分  
種  類  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  

引  

所  

通 貨 先 物 －  － － － － －

店 

頭  

通 貨 ｽ ﾜ ｯ ﾌ ﾟ 

為 替 予 約 

通 貨 ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ 

4,552 

152 

1,107 

6

△ 0

△ 0

6

△ 0

4

4,200 

120 

1,296 

5

△ 0

△ 1

5

△ 0

5

合  計   10  10

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 

（ 3）株式関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成17年 12月末  平成17年 9月末  
区  分  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  引  所  32 △ 2 △ 2 －  － －

店    頭  －  － － － － －

合    計   △ 2   －

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 
（ 4）債券関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成17年 12月末  平成17年 9月末  
区  分  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  引  所  442 △ 0 △ 0 273 0 0

店     頭  200 △ 0 0 －  － －

合    計   △ 0   0

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
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（ 5）商品関連取引 

該当ありません。 

 

（ 6）クレジットデリバティブ取引 

該当ありません。 

        
６．貸出金・預金の残高（単体・末残）  
（1） 貸出金 

 

 

 

 

 

 

 （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 平成17年 12月末  平成17年 9月末  増  減  

貸 出 金 59,965 58,064 1,901

 う ち 住 宅 ロ ー ン 18,564 18,031 533

 

中 小 企 業 等 向 け 貸 出 金 

（ 中 小 企 業 等 貸 出 比 率 ） 

46,772

(78.18%)

45,618 

(78.77%) 

1,153

(△ 0.58%)

（注）中小企業等貸出比率＝中小企業等向け貸出金／国内貸出金 
 

（ 2）預   金  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 平成17年 12月末  平成17年 9月末  増  減  

預 金  78,985 77,441 1,543

 う ち 個 人 預 金 59,633 57,606 2,026

 

（参  考）  （単位：億円） （単位：億円）

 平成17年 12月末  平成17年 9月末  増  減  

投 資 信 託 残 高 （ 個 人 ） 4,197 4,030 167

  

 17年度第３四半期中 17年上期 

個 人 年 金 保 険 ( 取 扱 保 険 料 ) 173 383 

 

以  上 

〇貸出金は、17年9月末比1,901億円増加の5兆9,965億円となりました。 

〇住宅ローンは、17年9月末比533億円増加の1兆8,564億円となりました。 

 中小企業等向け貸出金は、17年9月末比1,153億円増加の4兆6,772億円となりました。

〇預金は、個人預金を中心に順調に推移し、17年9月末比1,543億円増加の7兆8,985億円と

なりました。 

〇個人預金は17年9月末比2,026億円増加の5兆9,633億円となりました。 

〇また、預かり資産の増強に努めました結果、平成17年12月末の投資信託残高（個人）は

17年 9月末比167億円増加の4,197億円、個人年金保険の17年10月から12月までの3ｶ月間

の取扱保険料は173億円と好調でした。 




